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　次に「花と緑」について書こう。大連といえばア
カシアの花が有名である。毎年5月下旬に市内各所
でアカシア祭りが開かれる。白い花とうす紅色の二
種類を見るが、その時期に公園や街路を歩くと甘い
匂いがほのかにただよって来て、とてもいいもので
ある。アカシアといえば清岡卓行の「アカシアの大連」
を思い出す。この小説は昭和44年に芥川賞を受賞
しているが、今でも書店で文庫本で売っているので
一読をおすすめする。
　又、これは中国各地で見られるものであるが、柳
の種子であり中国の風物詩の「柳絮（りゅうじょ）」
を紹介しよう。樹木の形は日本の柳と全く変わらな
いが、中国の柳は春になると木々に白い綿毛につつ
まれた種子をつけるのである。風に吹かれると空中を
舞い、目や口にも入ってくる。ボタン雪がいっぱいふり
かかってくる感じである。中国に行けばこの時期に見ら
れるのは知っていたが、初めてみた時はオーバーかも
知れないが感動した。これが漢詩にも詠われる「柳絮」
かと。中国人は毎年見ている上に、目や口にも入って
来るのでうっとうしいらしいが、私は毎年でもこれを見
てみたい。2008年の手帳をみると5月8日に柳絮が
飛びはじめたとあった。
　大連の春は迎春花（げいしゅんか）というレンギョー
の一種と思われる黄色い小さな花が咲く時から始まる。
3月中旬ころから咲きはじめるが、通勤途上に咲き乱
れるこの花を見るのがとても楽しみであった。「迎春花」
は正式の花の名前かどうかよくわからないが、いい名
前をつけたものである。
　現場での労働は重いものを運んだり溶接の火花が飛
び交う中での重労働であり一日中本当に大変である。
少しでも従業員の心がやすまればと会社の小さな花壇
に枝ぶりのいい柿の木を植え周りに山里紅という花の
咲く木の苗をいくつか植えた。勿論迎春花も買ってき
て会社の入口付近に植えた。これらは今春も咲いてく
れたであろうか。いつか是非みてみたい。
　桜については、名所といわれる所もあるが小規模で
日本のそれとは比べものにならない。やはり桜は日本
が世界一である。

　大連市民の自慢はいくつかあるが、海のそばにある
星海広場はすばらしい。中国々内では北京の天安門広
場とこの星海広場が二大広場だと中国人の友人が言っ
ていたがその通りと思う。上空から見ると大きな楕円
形をしている。広大でかつ美しく端から端まで歩くと

かなりかかる。ここでいろいろな行事が行われる。
　8月に2週間近く開催される「ビール祭り」は市民
が待ち望んでいるお祭りである。世界各国のビール会
社がコーナーを設け、その中にステージをつくり音楽
の演奏などもし、それぞれが趣向を凝らして面白い。
入場券を買って入るがアルコールに弱い私は雰囲気だ
けで酔ったような気持だった。連日ものすごい人出で
熱気に包まれ、さすがの広大な広場もせまく思えるほ
どだった。広場の中央には古代宮殿や陵墓の前に立
てたという大きな真白い石柱が空を突きあげるように
立っている。これは華表（ファービァオという）といい、
柱のまわりには竜などの彫刻がほどこされ、中国らしさ
を醸し出している。友人の話ではこの高さは1997年
の香港返還を記念して19.97mあるとのこと。何でも
北京にある一番高い華表より高いというので中央政府
からいちゃもんがついたというが真偽のほどはさだか
ではない。
　もう一つ書いておきたいことがある。大連には、と
いうより東北三省には山東省出身だという人が多いの
である。「中国全省を読む」（莫邦富著）という本には
次のように書かれている。――山東省は昔から豊かな
省のイメージがあまりなかった。農民は貧しく干ばつ・
水害が多い故郷を離れ、東北と呼ばれる黒龍江省・吉
林省・遼寧省に移住して新天地を求めるという伝統が
ある。この国内移民現象は、国民の移住を厳しく制限
した文化大革命時代でも中断したことがなく、改革・
開放がすすみ、生活水準の向上がみられるようになっ
た1980年代までつづいた。――とある。
　大連日通にも「親の代にとか、おじいちゃんの代に
大連に移住した」という人が多い。彼らはルーツの山
東省を誇りにしている。山東省には中国一のもの、い
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や世界一とでも言えるものが三つあるというのである。
何かと聞くと「一山一川一聖人」という。一山とは泰
山でご存知の方が多いと思うが中国一の山である。一
川とは黄河である。一聖人は孔子である。なるほどと
その時思った。孔子は文化大革命のとき否定されたが、
やはり世界の偉人であり見直されている。どこの国の
人でも自分の生まれた国、自分の故郷は大切にし、誇
りをもつものである。日本は残念ながら一部の人は、
国旗や国歌に対し否定的な考えをもっているが、なぜ
もっと素直な心で誇りに思わないのであろうかと思う。
　まだまだ大連市について書きたいことは山ほどある
が、そろそろまとめに入りたい。これまで書いたように、

5 千年（私が 4 千年くらいではないかと言うと、中国
人の多くは 5 千年だと言う）の歴史という中国にあっ
て大連はたかだか 100 有余年の歴史しかないが、とに
かく魅力ある都市である。100 年前の大連と現代の大
連がミックスされながらさらに未来に向かって前進し
ている。大連にいる中国人が「この街は空気と水と緑
がとてもよい。黒龍江省や吉林省とくらべるとあまり
寒くなく生活しやすい」という。大連市は中国人が一
度は住んでみたい都市の一番とも二番ともいわれるよ
うだ。
　全面開放された旅順地区、そして未来に向かって発
展しつづける大連を今後とも毎年訪ねるつもりでいる。

　怪しい鍾乳洞の岩山と鳥葬場をハシゴして一日中一緒
に過した私と運転手が、その日の出発点となったバスター
ミナル脇の食堂に帰ると、朝の女将が二人の顔を見比べ
クスクス笑いながら迎えてくれた。
　｢ 今日は楽しかった？ 彼は良い運転手だったかしら ?｣
　｢ えぇ、とても。｣
　私も苦笑いしながら答えた。ついさっき、腹がすいた
から何か喰おうぜと誘われて、体よく奢らされたばっか
りだ。運転手はこの店の常連仲間なのか、店にいた顔見
知り達を見つけると一緒に座り込み、｢ あの日本人女はと
んでもない物好きだぜ ｣ とでも話しているらしく、私を
指差しながらニヤニヤしている。
　身体の芯の方にはまだ鳥葬場で受けた重い興奮の余韻
が残っていた。気持ちは高揚していたが、身体はいつに
なくグッタリと疲れた気分だ。泊まっている宿の入り口
に掲げてある理塘周辺地図には街の郊外に温泉の文字が
付いた地名が書かれていたのが思い出された。
　8 月とはいえ、標高が 4 千メートルにもなる理塘の夜
はかなり冷え込むのだ。ところが昨夜使ってみた宿の共
同シャワーは、お湯というより冷たくはない水と言った
方が早い液体がシャワーの先から細々と流れ出てくるだ
けの代物で、ガクガク震えながらやっとの事で身体に付
いている石鹸を流した私は、もう懲り懲りだった。稲城
みたいに入浴できる施設があったら嬉しいんだけどな・・・
試しに女将に尋ねてみたところ、あっさり ｢ 在るわよ ｣
と嬉しい返事だ。
　｢ バンザーイ !! 遠い ?｣
　｢ 彼のタクシーで行けるわよ。｣
　勿論、運転手は満面の笑みで飛んできた。
　｢ いくら ?｣

　｢ 往復で 30 元 ｣
　｢20 元よ !｣

　宿に寄ってもらい着替えやタオルなどを準備してきた
私を乗せて、車が街の目抜き通りを走り抜けようとして
いた時だ。西洋人の旅行者がこちらに熱い眼差しを向け
ているのに気付いた運転手は ｢ ちょっと待ってくれ ｣ と
私に告げて車を止めた。キリストのように髪とヒゲを伸
ばした大柄な西洋人の青年が車に近づいてくると ｢ ヘイ、
タクシーだよな？ 康定まで行くかい ?｣ と話しかけて来
た。仲間達と理塘からタクシーをチャーターして康定ま
で行きたいらしい。勿論、運転手は大乗り気だ。片言と
もいえないような英語を操り、康定までは 500 元だと胸
を張って答えている。キリストは ｢ 高いな ｣ と顔を曇ら
せ ｢ ちょっと考えさせて欲しい ｣ というような返事をし
た。運転手はすかさず手帳の切れ端に自分の携帯番号を
走り書きすると ｢ その気になったら電話してくれ ｣ とキ
リスト青年に手渡した。
　長期旅行者は誰もが少しでも長く旅を続ける為に、出
来るだけ旅費は切り詰めたがっている。だが運転手にし
てみれば舗装状態も良くない悪路を長距離走れば、車も
痛むしガソリンも喰う。今朝はバナナの叩き売りで一日
私のお抱え運転手になっていた彼が、値下げ交渉に入ら
なかったところをみると、500 元は譲れない金額なのだ
ろう。
　私を乗せたタクシーは街中を走り抜けると、草原を切
り裂くように真直ぐ延びる一本道を、風を切って走り出
した。理塘は大草原の真ん中にある街なので、どちらの
方向に走り出してもすぐに草原の真ん中に飛び出してし
まうのだ。車のフロントガラスいっぱいに広がる、薄桃
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